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第３章 事業運営の基本的な考え方

１ 基本理念

東京水道は、グループ職員の総力を結集して持続可能な水道事業の実現に取り組んでいきます。

○ 東京水道は、都民生活と首都東京の都市活動を支える基幹ライフラインとして、安全でおいし

い高品質な水を安定して供給していきます。

○ 東京水道は、時代に即した技術やサービスを取り入れ、お客さまから信頼が得られる事業運営

を進めていきます。

○ 東京水道は、都の広域水道としての一体性と責任を確保しつつ、経営基盤の強化を図り、健全

な経営に努めていきます。

○ 水道需要や給水収益が減少する中にあっても、安定供給のために必要な施設整備を着実に推進し

ます。

○ ＩＣＴの進展をはじめとする社会経済情勢に即したお客さまサービスの向上と業務の効率化を進

めていきます。

○ 労働力人口の減少に対応しつつ、事業レベルを維持するため、政策連携団体を含む効率的な運営

体制を構築します。

○ 不断の経営努力や企業債の発行余力の活用を進め、料金水準をできる限り維持し、長期的に持続

可能な財政運営を行います。

２ 基本的な考え方
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長期的な財政状況を見据えた
計画的な施設整備

東京水道グループの総合力強化

水道事業を取り巻く状況の変化及び
改正水道法の趣旨を踏まえ、独立採
算制のもと将来にわたり必要不可欠
なサービスを提供するため、長期的
な視点に立った事業運営を検討

水道事業を取り巻く状況の変化 東京水道が目指すべき姿と取組の方向性

１ 施設の状況（モノ）

・人口減少に伴う水道需要の減少
・一斉に更新時期を迎える浄水場
・気候変動による水源や水質など

への影響

３ 財政の状況（カネ）

・人口減少に伴う給水収益の減少
・施設の更新に伴う企業債発行額
の増加

２ 執行体制の状況（ヒト）

・労働力人口の減少
・高齢化の進展等による中小工事
業者の減少

・都から政策連携団体への業務移
転の進展

① 人口や水道需要が減少する
中にあっても、安定供給のた
めに必要な施設整備を着実に
推進

② 社会経済情勢に即したお客
さまサービスの向上

③ 労働力人口の減少に対応し
つつ、事業レベルを維持する
ために政策連携団体を含む効
率的な運営体制を構築

④ 料金水準をできる限り維持
し、長期的に持続可能な財政
運営を行う

事業運営の基本的な考え方

（1）水道需要と施設整備

（2）大規模浄水場の更新

（3）多摩地区水道の再構築

（4）管路の更新

（5）災害対策

（6）水質・水源対策

（7）環境対策

（1）経営基盤（業務運営体制）の強化

（2）人材確保・育成

（3）国内・海外水道事業体への貢献

（4）財政運営

第３章 事業運営の基本的な考え方
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（1）スマートメータの導入

（2）その他のＩＣＴ施策

（3）広報・広聴

新技術の活用と経営の効率化


